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験から、胚軸先端 1.1	 mm の領域が光屈性の光受容部位であることを明らかにした。また、胚
軸の曲率解析の結果から、シロイヌナズナでは光受容領域と屈曲領域が近接しており、単子
葉植物と比べて部位自律性が高いことが分かった。そこで、これらの領域（胚軸頂点から
1.1	 mm の範囲）をまとめて光応答領域とした。	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